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研究の成果研究の成果研究の成果研究の成果

アスパラガスの２次分枝の早期除去による増収アスパラガスの２次分枝の早期除去による増収アスパラガスの２次分枝の早期除去による増収アスパラガスの２次分枝の早期除去による増収

作物園芸部野菜科研究員 井上 勝広
E-mail : k-inoue@pref.nagasaki.lg.jp

１．研究の背景・ねらい１．研究の背景・ねらい１．研究の背景・ねらい１．研究の背景・ねらい

アスパラガスの半促成長期どり栽培では、夏秋
期の管理として採光および通気不良による高温障
害や病害虫発生を防止するために２次分枝を除去
しますが、収量への影響については不明です。
またアスパラガスの単価はＬ級以上が最も高く，

次いでＭ級（Ｌ級の２割安），Ｓ級（Ｌ級の４割
安）で，生産者は太もの志向が強くなります。
そこで２次分枝の除去期間が収量，規格に及ぼ

す影響を明らかにしましたので紹介します。

２．成果の内容・特徴２．成果の内容・特徴２．成果の内容・特徴２．成果の内容・特徴

１）５年生株の２次分枝の除去期間とＬ級以上の

収量･割合を図１に示しました。年間を通じて

Ｌ級以上の収量と割合は６月末までに２次分枝

を除去した方が最も多くなりました。夏芽の上

物収量はいずれも同程度でしたが，７月以降に

２次分枝を除去するとＬ級以上の収量と割合が

減少しました。また８月以降に除去すると翌年

の春芽が上物収量だけでなく，Ｌ級以上の収量

と割合も減少しました。

２）７年生株の２次分枝除去期間とＬ級以上の収
量･割合を県内主要土壌の、黒ボク土、安山岩
質細粒黄色土、玄武岩質細粒赤色土で検討しま
した（図２、３、４）。
その結果すべての土壌において、年間上物収

量、Ｌ級以上の収量、Ｌ級以上の割合は多い方
から６月末まで＞除去しない＞７月末まで＞８
月末までとなりました。

３）以上のことから、アスパラガス半促成長期ど
り栽培における親茎の２次分枝の除去は、６月
末までに完了した方が上物収量、そして単価の
高いＬ級以上の収量と割合が増加しました。

３．成果の活用面と留意点３．成果の活用面と留意点３．成果の活用面と留意点３．成果の活用面と留意点

高温期に通気不良や病害発生が心配される圃場
では、７月以降も２次分枝を間引く必要があると
考えます。

図１ ５年生株の２次分枝の除去期間とＬ級以上の収量･割合 図２ 黒ボク土における７年生株の

２次分枝除去期間とＬ級以上の収量･割合

図３ 安山岩質細粒黄色土における７年生株の 図４ 玄武岩質細粒赤色土における７年生株の

２次分枝除去期間とＬ級以上の収量･割合 ２次分枝除去期間とＬ級以上の収量･割合



研究の成果研究の成果研究の成果研究の成果

アスパラガス栽培における紫外線除去アスパラガス栽培における紫外線除去アスパラガス栽培における紫外線除去アスパラガス栽培における紫外線除去
フィルム利用によるアザミウマ類の密度抑制フィルム利用によるアザミウマ類の密度抑制フィルム利用によるアザミウマ類の密度抑制フィルム利用によるアザミウマ類の密度抑制

作物園芸部野菜科研究員 井上 勝広
E-mail : k-inoue@pref.nagasaki.lg.jp

１．研究の背景・ねらい１．研究の背景・ねらい１．研究の背景・ねらい１．研究の背景・ねらい

アスパラガス半促成長期どり栽培の重要害虫
（ ）のひとつにアザミウマ類 ネギアザミウマが主

があります（図１、２ 。現在は化学農薬によ）
る防除が中心ですが、登録農薬は少なく、輪番
使用に苦慮しているのが現状です。
また近年は環境保全型農業や減農薬栽培技術

の要望が高くなっています。
そこでアザミウマ類による被害防止対策とし

て、紫外線除去フィルム（以下「UVC ）を用」
い、その効果と併せ市販製品の性能と持続効果
を検討しました。

２．成果の内容・特徴２．成果の内容・特徴２．成果の内容・特徴２．成果の内容・特徴

） 、１ アスパラガス半促成長期どり栽培において
UVCを被覆することにより、春芽収穫期か
ら立茎初期にかけてハウス内におけるアザミ
ウマ類の捕殺数が減少し，侵入抑制効果があ
ります（表１ 。）

２）UVCは通常の展張期間である２年間被覆
しても、紫外線除去率は低下せず、アザミウ
マ類に対する防除効果にも変化は認められま
せんでした（図３）

図１ アザミウマ類に対するUVCの抑制効果

展張期間 捕 殺 数 抑制効果
慣 行 UVC

１年目 ４８ ５ １０.３％
２年目 ３５ ３ ８.６％

注）慣行フィルムに対する割合で示す。ともにPO。
UVCは2005年5月1日に展張。
1年目の調査期間は2003年3月14日～4月22日
2年目の調査期間は2004年4月1日～4月21日
高さ20cmに青色粘着シートを設置して捕殺。

図３ ＵＣＶの分光透過スペクトルの経時変化

注）ともにPO

３）UVCは、製品により紫外線除去率に差が
。 （ ）あります ポリオレフィンフィルム 農PO

は280nm付近を若干透過させるのに対し、
ビニル（農ビ）は完全に除去しますが、19
0～280nmはオゾン層に吸収され、地表に
は到達しませんので，実用上は問題ありませ
ん（図４ 。）

４）以上のことから、アスパラガス半促成長期
どり栽培における紫外線除去フィルムの利用
は、アザミウマ類に対し侵入抑制効果を示し
ます。また通常の展張期間である２年間はそ
の効果が低下しません。

３．成果の活用面と留意点３．成果の活用面と留意点３．成果の活用面と留意点３．成果の活用面と留意点

１）UVCはアザミウマ類のハウス外からの飛
来･侵入を防ぐことで効果を発揮します。ハ
ウス内での増殖は抑制しないと考えられます
ので、慣行フィルムと同様に防除適期を逸し
ないよう注意しましょう。

２）巻き上げの際、ビニル同士はベタつきやす
いので、割布を入れる必要があります。

図１ アザミウマによる茎部の吸汁痕図１ アザミウマによる茎部の吸汁痕図１ アザミウマによる茎部の吸汁痕図１ アザミウマによる茎部の吸汁痕

図２ アザミウマによる穂先の吸汁痕図２ アザミウマによる穂先の吸汁痕図２ アザミウマによる穂先の吸汁痕図２ アザミウマによる穂先の吸汁痕

図４ 各種ＵＣＶ製品（新品）の分光透過スペクトル特性

注）新品，ビニルを実線，POを破線で表示



研究の成果研究の成果研究の成果研究の成果

ソーラーローズシステムにおけるソーラーローズシステムにおけるソーラーローズシステムにおけるソーラーローズシステムにおける
バラの台刈り更新栽培法バラの台刈り更新栽培法バラの台刈り更新栽培法バラの台刈り更新栽培法

作物園芸部花き科専門研究員 出口 浩
E-mail ： arakabu@pref.nagasaki.le.jp

１．研究の背景・ねらい１．研究の背景・ねらい１．研究の背景・ねらい１．研究の背景・ねらい

バラの低コスト･省力生産技術「ソーラーロー

ズシステム」は、広幅ベッドに２条植えし、光合

成専用枝をベッドの内側に折り倒してラックをつ

くり、折り倒した部分から発生したミドルシュー

トを収穫する栽培法です。

バラは、株の老化により生産性が低下すると改

植を行いますが、この改植作業には多くの労力と

種苗費を要します。そこで、同一品種を改植する

ことなく生産性を回復する方法として、台刈りに

よる連続栽培法を開発しました。

２．成果の内容・特徴２．成果の内容・特徴２．成果の内容・特徴２．成果の内容・特徴

１）３月台刈りでの切り花本数は、５月台刈り、

３月改植よりも多く、ステムの長い切り花本数

も増加します（表１ 。）

２）台刈りは、改植作業を行うことなく同一品種

を連続栽培することができ、低コスト・省力栽

培ができます。

３．成果の活用面と留意点３．成果の活用面と留意点３．成果の活用面と留意点３．成果の活用面と留意点

１）台刈り時期は、３月台刈りが適しますが、こ

の時期が販売価格が年間でもっとも高い時期で

あることから、経営的には価格変動を考慮して

行うようにすべきです。

２）台刈りは、株元の芽の位置に関わらず、株元

をのこぎりやはさみで切り取ります。

３）台刈り前後は、通常どおり毎週１回灌水しま

す。

４）萌芽後は早めに１株当たり４本程度に芽整理

、 、を行い ソフトピンチを繰り返しながら仕立て

最終ピンチ後に光合成専用枝を折り倒し、ラッ

クをつくります。

表１ 「ローテローゼ」の台刈り時期と階級別切り花本数 10a当たり

試験区 年 次 80cm以上 70～80cm 60～70cm 50～60cm 40～50cm 合 計

3 月 1年目 66,800本 33,000本 27,800本 21,400本 5,600本 154,600本

台刈り 2年目 76,800 44,000 24,000 8,800 1,400 155,000

合 計 143,600 77,000 51,800 30,200 7,000 309,600

5 月 1年目 50,200 16,700 11,500 1,000 0 79,400

台刈り 2年目 59,200 33,800 21,400 8,600 1,200 124,200

合 計 109,400 50,500 32,900 9,600 1,200 203,600

3 月 1年目 50,200 20,000 9,000 3,400 400 83,000

改 植 2年目 94,800 40,000 26,600 10,200 2,800 174,400

合 計 145,000 60,000 35,600 13,600 3,200 257,400

注２）調査期間注１）台刈り・改植時期

1年目 2002年3月～2003年7月3月台刈り 2002年3月22日

2年目 2003年8月～2004年7月5月台刈り 2002年5月20日

注３）供試株は、2001年4月定植3月改植 2002年3月22日



研究トピックス研究トピックス研究トピックス研究トピックス

成分調整成型堆肥を用いた成分調整成型堆肥を用いた成分調整成型堆肥を用いた成分調整成型堆肥を用いた
アスパラガスの減化学肥料施肥技術アスパラガスの減化学肥料施肥技術アスパラガスの減化学肥料施肥技術アスパラガスの減化学肥料施肥技術

環境部土壌肥料科研究員 大井 義弘
E-mail : ooi@pref.nagasaki.lg..jp

アスパラガス栽培では、土作りのために堆肥を
投入します。しかし、堆肥も肥料成分を含み、そ

、 、の効果を考慮しないで施肥を行うと窒素 リン酸
カリなどの養分が過剰に集積します。そこで今回
は、成分がわかる成型堆肥（堆肥ペレット）を用
いた立茎開始以降の減化学肥料施肥技術を紹介し
ます。
牛フンと油粕を混合した堆肥ペレットとシグモ

イト型120日タイプ被覆尿素肥料を組み合わせ
て施肥すると収量は慣行の施肥法と同等程度とな
り、化学肥料由来の窒素施肥量を60％削減でき

（ 、 ）。 、ました 表１ 表２ 作土の硝酸態窒素濃度は
８月～10月上旬まで低下することなく、安定し
た濃度で推移し(データ省略)、夏秋期の収量は慣
行よりもむしろ多く推移しました。
以上のとおり、堆肥ペレットと被覆尿素肥料を

併用する技術は、60％の化学肥料を削減できる
環境にやさしい農業技術として、また、立茎前に
堆肥ペレットとシグモイド型120日タイプ被覆
尿素肥料を１度施用するだけで施肥作業が済む、
施肥及び堆肥施用労力の軽減技術として期待でき
ます。

堆肥ペレット(径５mm)

研究トピックス研究トピックス研究トピックス研究トピックス

メロンえそ斑点病抵抗性品種･系統のメロンえそ斑点病抵抗性品種･系統のメロンえそ斑点病抵抗性品種･系統のメロンえそ斑点病抵抗性品種･系統の
圃場栽培における防除効果圃場栽培における防除効果圃場栽培における防除効果圃場栽培における防除効果

環境部病害虫科長 松尾 和敏
E-mail ： kmatsuo1008@pref.nagasaki.lg.jp

表2　アスパラガスの夏芽収量 kg/10a

区　　　　　名 4月 ５月 ６月 7月 8月 9月 10月 計

牛ﾌﾝ+油粕ペレット+ｼｸﾞﾓｲﾄﾞ120日ﾀｲﾌﾟ区 99 74 419 593 573 405 115 2279

慣行区 117 102 396 543 542 401 105 2207

表 1 　 試 験 区 の 構 成
       区 　　　　　名     窒 素 施 肥 量 (kg/ 1 0 a）

施 肥 時 期 4 / 9 追 肥 ： 6 / 2 8 ～ 計
堆 肥 ペ レッ ト+ ｼ ｸ ﾞﾓ ｲﾄﾞ1 2 0 日 被 覆 尿 素 区 2 4 (内 1 2 * ） 2 4
慣 行 区 1 2 1 8 3 0
* シ グ モ イ ド1 ２ ０ 日 タ イ プ 被 覆 尿 素 に よ る 窒 素 施 肥 量

メロンのウイルス病の一種、えそ斑点病は土壌
中のオルピディウム菌が媒介します。厄介な土壌
伝染病で、防除はこれまで臭化メチルくん蒸剤に
よる土壌消毒に極めて高く依存してきました。し
かし、本剤は2005年から国際的に原則使用廃止
になりました。
そのため、種々の代替技術が検討される中、最

近、抵抗性とされるネット系メロンの実とり品種
や台木品種が市販され始めました。
そこで、これら実とり品種・系統の一部につい

て、本病汚染圃場で栽培試験を行い、抵抗性の程

度や防除効果を検討しました。
その結果、アーネスト（春秋系、初夏系 、エ）

イネア、ソナタ夏系およびＵＡ－３０８は、根部
にオルピディウム菌の寄生を認めるものの、収穫
期まで茎葉には発病を全く認めませんでした
（ ）。 、 、表 また 果実からもウイルスは検出されず
本病に対する防除効果が極めて高いことがわかり
ました。
これらをはじめ、これらと同一の本抵抗性単因

子劣性遺伝子( )を有する品種･系統は、同様nsv
に高い防除効果が期待できます。

表．メロンえそ斑点病抵抗性品種・系統の汚染圃場栽培における防除効果

発 病 株 率（%） 定植から

試験年次 品種・系統名 定 植 後 日 数 発病までの

30日 45日 60日 75日 平均日数

アーネスト春秋系 0 0 0 0 -

アーネスト初夏系 0 0 0 0 -

2003年 エイネア 0 0 0 0 -

(感) ベネチア夏Ⅰ 20 100 100 100 32.9

(感) アールスセイヌ夏Ⅱ 100 100 100 100 19.7

UA-308 0 0 0 0 -

ソナタ夏系 0 0 0 0 -

2004年 (感) アールス雅春秋系 50 80 100 100 30.7

注）作型：半促成栽培、定植：2003年4月15日、2004年4月30日、（感）：対照の感受性品種
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土壌病害虫に強く食味が良い土壌病害虫に強く食味が良い土壌病害虫に強く食味が良い土壌病害虫に強く食味が良い
バレイショ有望系統「西海３４号」バレイショ有望系統「西海３４号」バレイショ有望系統「西海３４号」バレイショ有望系統「西海３４号」

愛野馬鈴薯支場育種栽培科研究員 向島 信洋
l : zima@pref.nagasaki.lg..jpＥ－mai

、 、バレイショ栽培では ジャガイモシストセンチュウ
青枯病、そうか病などの土壌病害虫の発生が大きな問
題となっています。
このため、土壌病害虫に抵抗性を持ち、大いもで黄
、 「 」 （ 、 ）。肉 良食味の 西海34号 を育成しました 図１ ２
特徴は①ジャガイモシストセンチュウに抵抗性を有

し、青枯病に強く、そうか病にも中程度の抵抗性を示

す。②いもは大いもで、収量は春作では「デジマ」よ
り多く、秋作ではやや少ない（図３ 。③肉色は「デ）
ジマ」と比較すると黄色みが強い。④でん粉価は「デ
ジマ」より高く、蒸しいもはやや粉質で食味が良いな
どです。

、 。現在 新品種候補系統として現地試験を実施中です

図１ 西海34号(左)とデジマ(右)の塊茎 図２ 西海34号の草姿

図３ 西海34号の階級別収量

表１ 西海34号の特性および病害虫抵抗性性表１ 西海34号の特性および病害虫抵抗性性表１ 西海34号の特性および病害虫抵抗性性表１ 西海34号の特性および病害虫抵抗性性
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品種・系統名 肉質 食味 ｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ そうか病 青枯病 疫病

春 秋

西海３４号西海３４号西海３４号西海３４号 13.113.113.113.1 13.113.113.113.1 やや粉やや粉やや粉やや粉 良良良良 強（Ｈ１）強（Ｈ１）強（Ｈ１）強（Ｈ１） 中～や弱中～や弱中～や弱中～や弱 強強強強 弱弱弱弱

デジマ 11.1 12.2 中 やや良 弱（ｈ） やや弱 やや弱 やや弱

ニシユタカ 11.2 11.3 中 中 弱（ｈ） 弱 やや弱 やや弱
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諫早湾干拓地の気温は、冬季低い傾向にあり、これ
は秋から冬にかけての露地作物の作型に大きな影響を
与えます。
今回、秋冬ダイコンについて諫早湾中央干拓地にお

ける気温と、作型の検討を行いました。
平成13年及び15年の生産物収量（表１）から、約

、 、1.2kg/本 Ｌ規格の根重が期待できる有効積算温度は

発育温度が２℃以上で、約1000℃となります。
また、平成14年から16年の気象データ（表２）を

見ると、１月上旬の旬平均最低気温の極地が-2℃まで
下がり、ダイコンに凍害の恐れがでてくるため、収穫
期の晩限は12月下旬となり、そこから有効積算温度が
1000℃を逆算すると、播種期の晩限は9月下旬頃と
判断されます。

表１　ダイコンの栽培概要と積算温度、収量
有　　効 くらま てんぐ

積算温度 重量/本 重量/本
(日) (℃) (ｇ) (ｇ)

13年 9/26 1/10 106 1062 1377 1392
14年 9/24 1/10 108 1002 1838 1829
15年 9/21 12/18 88 1157 1365 1357
※有効積算温度は発育限界温度を2℃に設定して算出
　平成13年の定植から11月5日までは小江の平均気温を代用

栽培期間
収穫日年次 定植日

平 均 2 ℃ 有 効
気 温 積 算 温 度 平 均 値 極 地
( ℃ ) ( ℃ ) ( ℃ ) ( ℃ )

上 2 5 . 5 2 3 5 . 1 2 1 . 4 2 0 . 1
中 2 4 . 7 2 2 7 . 0 1 9 . 8 1 9 . 2
下 2 1 . 8 1 9 8 . 2 1 6 . 8 1 5 . 5
上 1 9 . 7 1 7 7 . 0 1 4 . 3 1 3 . 0
中 1 8 . 0 1 5 9 . 8 1 2 . 4 1 1 . 4
下 1 4 . 3 1 3 4 . 9 7 . 6 5 . 2
上 1 4 . 3 1 2 2 . 7 8 . 9 4 . 0
中 1 2 . 6 1 0 6 . 0 7 . 2 3 . 7
下 1 0 . 4 8 4 . 3 4 . 3 1 . 4
上 1 0 . 0 7 9 . 5 4 . 5 3 . 5
中 7 . 7 5 7 . 0 2 . 4 0 . 9
下 6 . 2 4 6 . 5 0 . 4 - 0 . 9
上 4 . 4 2 4 . 0 - 1 . 4 - 2 . 1
中 6 . 3 4 2 . 8 0 . 8 - 1 . 4
下 3 . 8 1 9 . 9 - 0 . 9 - 3 . 4

1 2

１

表 ２ 秋 冬 ダ イ コ ン 栽 培 期 間 の 気 温 の 推 移

９

月 旬

中 央 干 拓 地
最 低 気 温

※ H 1 4 ～ H 1 6 年 の 旬 別 平 均 値

1 0

1 1



場内だより場内だより場内だより場内だより

◎主なできごと◎主なできごと◎主なできごと◎主なできごと

●行 事●行 事●行 事●行 事

11月5日～6日：佐世保工業高等専門学校で開催された「佐世保ブランド企業パネル展」に、

要請を受けて試験場の紹介パネルを展示しました。

11月12日：試験場公開。前日の雨がうってかわり晴天に恵まれ、約１ ,３００名の来場が

あり、ちびっこ芋掘り、脱穀体験、木工教室などで賑わいました。

11月13日：合併を記念した新諫早市の「農林水産ふるさと

自慢市」が干拓の里で開催され、干拓科からも

試験生産物のタマネギ、バレイショ、ニンジン

等の野菜･花を展示するとともにメロンの試食提

供を行い大変好評でした。

11月19日～20日： ながさき実り･恵み感謝祭2005」が長「

崎市水辺の森公園を会場に開催され、本場や馬

鈴薯･茶業支場からも試験成果のパネル展示や有

色バレイショポテトチップの試食、イチゴ苗の配布などを行いました。

●視察来場●視察来場●視察来場●視察来場

8月19日：中国安徽省の三聯集団の金会慶総裁ら一行６名が

諫早市の案内で視察来場されました。

8月22日：県央農業改良普及センターの普及指導協力委員の

３名の方が各専門課題ごとに、馬鈴薯支場、野菜

科を視察されました。

8月23日～24日：韓国の農業基盤公社農漁村研究院セマン

グム干拓室林室長以下３名が、諫湾干拓地におけ

る基盤整備等について視察のため来場されまし

た。干拓試験地の視察と24日には場内でセマン

グム干拓地の概要報告を受けて意見交換を行いま

した。

9月 9日：長崎市の農業ヘルパー研修会（57名）が場内で

行われ、試験場研究の紹介と技術展示館で主要研

究成果の説明を行いました。

9月15日：愛知県議会の農林水産委員会一行15名の県外調

査を受け入れ、本試験場の概要と施設、研究内容

など説明しました。

9月27日：田中副知事が愛野馬鈴薯支場に来場し、施設概要

。とばれいしょ育種の取組み状況等を視察しました

10月19日：長崎市の「三水会」会員約30名の方が諫早湾干

。拓営農試験実施状況視察に干拓科に来られました

10月20日：西諫早小学校の小学５年生約100名が、稲作の

学習のため作物科で脱穀体験等を行いました。

「 」 。10月21日：熊本県議会 有明海･八代海再生特別委員会 が干拓科試験地を視察されました

10月25日：九州バイテク研究会事務局の会員事業所視察で４名が来場し、本県のバイテク研

究の成果等について生物工学科等を視察されました。

農林水産ふるさと自慢市

中国安徽省三聯集団

韓国農業基盤公社

愛知県議会農林水産委員会



11月10日：県立佐世保北中学校の２年生４６名が研究所訪問で来場され、農林業試験研究に

関する活発な質問がありました。

1２月1日：宮腰農林水産副大臣が諫早湾中央干拓地の干拓科に来場され試験圃場の栽培状等

について視察されました。

●会議等の開催●会議等の開催●会議等の開催●会議等の開催

7月25日：分野別研究推進委員会が本場で開催され、新規の経常研究７課題と特別研究の２

課題について評価と指導を受けました。

8月29日：長崎市出島農協会館で連携研究課題評価委員会が開催されました。そのなかで、

ビワ葉混合茶葉、五島ツバキ等の課題についで協議し評価を受けました。

9月 2日：農林関係3試験場企画担当者会議を本場で開催し、３場の連携について協議しまし

た。

9月12日～14日：包括外部監査。3日間に渡り、外部監査員による監査を受けました。

11月7日：次期品種登録を進めている馬鈴薯「西海３１号」の立毛審査が行われました。

●各種研修の実施●各種研修の実施●各種研修の実施●各種研修の実施

8月1日～4日：県立諫早農業高校のバイオ園芸科2年生

3名をインターンシップとして作物園芸部で受け

入れました。

10月20日：農林業先端技術バイテクセミナーが本場で

開催され、農業高校等80名の参加があり千葉

生物工学科の田島研究員が９大学三井教授の「花き育種におけるバイデクの

月に開催された岡山国体の成利用」等の講演が行われました。

年女子ヨットシーポッパー級

ＳＲで２位に入賞しました。●地区別報告会他●地区別報告会他●地区別報告会他●地区別報告会他

7月15日：島原普及センターで、野菜科の藤田研究員他がいちご高設栽培に関する試験研究

成果について地区別報告を行い、約150名の参加者がありました。

8月 4日：島原市と有明町で、土壌肥料科の大井研究員が夏まきニンジンの連作黒ボク土壌に

おける養分集積の実態等について報告を行い、約100名の参加者がありました。

12月16日：場内の研修報告会を開催し、国際園芸学会発表等の12件について研修報告と質

疑を行いました。
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研究推進委員会 包括外部監査 西諫早小の脱穀体験

訃 報：管理課総務係の太田主査が急病のために死去されました｡ご冥福をお祈りします。


